
別記様式８
様式④

○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取組の事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○
○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

自 己 評 価 書

ケアサービスの提供状況や事業所の取組状況を具体的かつ客観的に記入します。
（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○を付けます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取組内容を記
入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて記
入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見
出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日ごろの実践や改善への取組を示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）
から始めてください。

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支え合い 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

事業所名

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

（ユニット名） 壱番館

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

宮城県仙台市太白区富沢字寺城２８－１

記入者名
（管理者）

谷津　　里香

所在地
（県・市町村名）

やすらぎホーム　富沢

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入日 ２０年　１２月　１５日　



様式８

地域密着型サービス評価の自己評価書　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくり上げている

○理念の共有と日々の取組

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

地域の一員として生活していける様な理念を作成している。
又、理念を達成できるようホームの目標を毎年作り、ホームの
目標を達成できるようユニットの目標を作成している

理念を大切にしチームで共有できるよう、申し送りや全体会
議の場で管理者より話をしている

１．理念と共有

項　　目

1

2

取り組んでいきたい項目

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所との付き合い

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的な付き合いができるよ
うに努めている

○地域との付き合い

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

5

○
未だに閉鎖的なイメージがあるようなので積極的に外へ出
て行くことや、玄関先などで過ごせる時間を増やしていき
たい

町内会に入っている為町内会の行事にも参加している。又、
保育所との交流も積極的に持ちお互いの行事に参加してい
る

２．地域との支えあい

散歩の際など積極的に挨拶をすることや夏祭りの行事など
回覧板で参加していただけるようお声掛けを行ったり、近隣
の方々には招待状をお渡しし気軽に足を運んでいただける
ようにしている

4

議の場で管理者より話をしている

運営推進会議を開催すると共に広報誌の発行する事により
地域の人々に理解していただけるよう取り組んでいる

3

2 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取組

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に

8

6

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

外部評価の意義に関しては会議の場で各職員に話をしてい
る。又ご指摘いただいた点は早めに改善している。

地域の方々に会議に参加していただいた際の御意見は、各
ユニットで話し合いサービスの向上に活かしている

運営推進会議の際、民生委員の方より情報をもらい協力で
きるところはお手伝いする事をお話している

し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

11 ○

10 ○研修に参加し伝達講習を行っている

9
広報誌を市町村に送りホームでの状況をお知らせしている。
又、分からない事などは市に確認をしている

ユニットで話し合いサービスの向上に活かしている

伝達講習を行っているものの一人ひとりが十分に理解はで
きていない。今後外部での研修だけではなくホームでも内
部研修を積極的に行いたい。

伝達講習を行っているものの一人ひとりが十分に理解はで
きていない。今後外部での研修だけではなくホームでも内
部研修を積極的に行いたい。

研修に参加し伝達講習を行っている

3 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

14

月1回請求書を送付する時に入居者の方の1ヶ月の様子を
記入した物をお送りしている。その際写真などもあれば同封
するようにしている。又面会に来られた際にもちょっとしたこと
もお話しするようにしている。

13

12
入退居の際に、きちんと説明を行い、疑問点などもお答えし
ている。

利用者の方より不満等があった場合はユニット会議などで改
善策などを話し合っている

４．理念を実践するための体制

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聴く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者がなじみの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合

18
極力職員の異動がないようにしている。又、グループホーム
内の異動を考える際にもあまり影響がないようにユニット間で
の交流を持ち影響が最小限で済むようにしている

17

16
会議の際などに職員の意見を取り入れ、法人のほうに働きか
けている。

その時の状況に合わせた職員の勤務体制を組むようにして
いる。

15

もお話しするようにしている。

ケアプランの説明などの際にご意見などがないかお尋ねして
いる。苦情やご意見などがある場合は管理者が対応し改善
を図っている

必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

の交流を持ち影響が最小限で済むようにしている

4 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取組

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画を立て、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組をしている

○職員のストレス軽減に向けた取組

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

来年度にはグループホーム協会への加入を検討している

21

20 ○
研修会に参加した際の同業者と交流を図っているが、まだま
だ足りない。

週休や有休のほかに夏季休暇や正月休みを設定している。
又、一人ひとりのろうをねぎらう為年1～2回食事会を企画し

19
経験に応じて実践者研修やその他の研修に参加してもらっ
ている。又一人ひとりの能力に合わせて役割を持たせるよう
にしている

５．人材の育成と支援

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取組

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受け止める努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受け止める努力をしている

23

22
職員の能力に応じた昇格人事があり、そのことが職員の向上
心につながっている

実態調査の際に御本人様の話をよく聞き、御家族様の話も
聞くようにしている。

21 又、一人ひとりのろうをねぎらう為年1～2回食事会を企画し
ている

24

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

御家族様の話を相談時や実態調査の際に良く聞き、入居を
されるまでの間も御相談に乗るようにしている

5 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○なじみながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々になじめるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

26

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

25
入居の相談があった時点で利用のニーズなどをお聞きし必
要に応じて対応している

必要に応じて入居前にホームで過ごしていただく機会を作っ
ている

日常生活の中で出来る事は自分で行っていただき出来ない
事はどこが出来ないかを見極め出来ないところは職員と一緒

かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支え合う関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○なじみの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきたなじみの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合

入居者の方々が楽しく生活できるようにコミュニケーションが
難しい方に対しても職員が介入することで孤立しないよう支
援している

27

28

29
ご家族様にもホームでの生活に参加していただけるように働
きかけできるだけ一緒の時間を過ごして頂ける様働きかけて
いる

入居者の方がよりよく生活していただけるようにご家族と相談
していきながら行っている

31

30

事はどこが出来ないかを見極め出来ないところは職員と一緒
に行っていただくようにしている

出来るだけ、入居者様の生活空間には今まで生活で使用し
てきたものを使用していただくようにしている。又、ご家族様
はもちろん知人の方などにもホームに来て頂ける様働きかけ
ている

立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合
えるように努めている

援している

6 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らない付き合いを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生

32 出来る限り、ご家族の相談に乗るようにしている

入居前にご家族様やご本人様の希望等聴取する事はもちろ
ん、その都度のご本人様の要望にこたえられるようその都度
検討している

入居時にご家族様やご本人様から今までどのような生活を

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

33

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの在り
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

職員一人ひとりが持っている情報をユニット会議の際に出し
合うと共にご家族様からの情報や入居者の方の思いがかな
えられるようなアセスメントを作成している

入居時にご家族様やご本人様から今までどのような生活を
送ってこられたのかを聴取している。又、入居前に利用して
いた事業所などとも連携を図るようにしている

一日の様子を記録に細かく残していくと共に、月１から２回
行っているユニット会議の際に入居者の方の状態について
話し合うようにしている。又気付いたことなどは申し送りの際
などにその都度話し合いを行っている

34

介護計画は３ヶ月に１度は確実に見直しを行っている。又入
居者の方の状態に応じて見直しを行っている

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35

37
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気付きや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

39

３．多機能性を活かした柔軟な支援

38
些細なことでもケース記録に記入するようにしている。ケース
記録の情報も参考にしながら、見直しを行っている

ご希望があればその都度利用できるサービスを使用してい
ただいている。又ご本人の希望に合った外出などの支援も
行っている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

42
地域包括支援センター主催の行事などにも参加させていた
だいている

入居者の方やご家族様希望されている医療機関を利用して
いただけるように支援している

民生委員とは運営推進会議にてつながりを持っている。

43

現在壱番館では他のサービスを利用している方はいられな
いが入居者の方のご意向やご家族様の希望がある場合は
他のサービスを利用して頂ける様支援する準備はある

41

40
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

協力医療機関である富沢病院の医師に必要に応じて相談
に乗っていただいている。

協力医療機関である富沢病院の外来の看護師に入居者の
方の状態を相談し必要に応じて受診につなげている。又、
受診が困難な場合はホームに来ていただいて実際に入居
者の方を見ていただいている

46
入居者の方が入院された場合は担当の医師に相談してい
る。又退院後ホームでの生活に支障が無いようアドバイスを
頂いている

45

44

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期の在り方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

49

48
ご家族様にどこまでがホームで出来るかを説明している。
又、チームとして職員一人ひとりの死生観について話し合い
勉強会を行うことになっている

ご家族様や関係機関と連携し御本人様にとってより良い方
向になるよう働きかけている

47
ご家族様の意思を重度化、見取りの指針について説明して
いる。又、その後体力の低下などが見られる場合は早い段
階でご家族様とお話している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉掛けや対応、記録等の個人情報の取
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働き掛けた
り、分かる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

51

50

（１）一人ひとりの尊重

１．その人らしい暮らしの支援

入居されている方々は人生の先輩であるということを念頭に
置き対応している。個人情報はスタッフルームで保管するよう
にしている

一人ひとりの状態に合わせた働きかけを行っている。日常生
活の中で入居者の方々の意思を尊重できるように支援して
いる

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望に沿って支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人のし好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

55

食事に興味を持って頂ける様、盛り付けや下ごしらえなども
職員と入居者の方と協力しながら行っている。また、味付け
なども変えられるものに関しては（ドレッシングの種類やおひ
たしなどの味付け）出来るだけ一人ひとりの希望に合ったも
のを使用していただいている

入居者の方の希望がかなえられるよう職員は日々の業務を
優先するのではなく、生活の中心である入居者の方々のご
希望をかなえられるよう支援している

今まで続けてきているおしゃれや身だしなみを継続できるよ
う職員はもちろん必要に応じてご家族様にも協力していただ
いている

54

53

ご家族様に今までの入居者の方々のご希望を聞いている。
又、お茶の際には入居者の方一人ひとりに好みを聞くように
している

常的に楽しめるよう支援している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排せつの支援

排せつの失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排せつのパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排せつできるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

58
日中疲労感や傾眠気味な様子がある場合は少し休んでいた
だくよう働きかけている。又起床時間などもその方の生活リズ
ムに合わせるようにしている

57

56
排泄の失敗を減らすことや、オムツを使用せずに済むよう一
人ひとりの排泄パターンを把握しトイレで排泄して頂ける様
支援している

就寝前に入浴したい方や、夕食後はすぐに休まれたい方な
どその方の生活リズムに合わせて入浴の声掛けを行ってい
る

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望に沿って、戸外に出掛けられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに

62
一人ひとりのニーズに合わせて外出の機会を多く持ってい
る。又、ご家族様にもご協力いただいている

61

60
ご家族様と相談しながら、希望に応じてお金は所持していた
だいている。又、散歩に行かれたときなどそのお金から買い
物していただいていることもある

出来るだけ入居者の方のご希望にあわせて外出している。
希望されない方に関しても出来るだけ外に行く機会を増や
せるよう支援している

59
決して無理強いはするのではなく、一人ひとりの方々に役割
を持って頂ける様働きかけている

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出掛けられる機会をつくり、支援している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族やなじみの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人のなじみの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及びすべての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな

65

64
面会に来ていただいた際はのんびりと過ごして頂ける様お茶
などを提供している。

身体拘束は行っておらずどのような行為が身体拘束に当て
はまるかをきちんと理解している

（４）安心と安全を支える支援

63
電話や手紙のご希望がある場合は電話を掛けていただいた
り支援している

行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○鍵を掛けないケアの実践

運営者及びすべての職員が、居室や日中玄
関に鍵を掛けることの弊害を理解しており、鍵
を掛けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取
組をしている

○事故防止のための取組

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

69

68
自分で洗剤などの管理が出来る方には自分で管理していた
だいている。職員はどこまで出来てどこまで出来ないのかを
把握するようにしている

入居者の方一人ひとりに起こりうる事故を想定しつつ見守り
支援を行っている

67

66
居室や玄関に鍵をかける事は行っていない。又職員一人ひ
とりは鍵を掛けることに対しての弊害をきちんと理解している

入居されている方一人ひとりの所在を把握している。居室で
過ごす時間が長い方に関して無理に居間へ出てきていただ
くのではなくその方の居室にお伺いしてお茶を飲むなどしな
がら安全確認をしている

事故防止に取り組んでいる
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、すべて
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身に付け、日
ごろから地域の人々の協力を得られるよう働
き掛けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

72
入居時やケアプランの説明時にその方のリスクについても説
明している。

71

70
一人ひとりに合わせた緊急時の対応表を作成しケース記録
にはさみ確実に目を通すようにしている

年に２回避難訓練を行っている。前回の避難訓練よりご近所
の方々にもご協力を得ながら訓練をおこなっている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働き掛け等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

76
食後や就寝前の口腔ケアを一人ひとりの方に合わせて支援
している。

75

74
ケース記録にその方の使用している薬の説明書をファイルし
いつでも確認できるようにしている。また、一人ひとりに合わ
せた服薬の支援を行っている

水分摂取量を確認できるように摂取量のチェックを行ってい
る。それと共に体を動かす機会を多く持つことや、乳製品を
多めにとっていただいている

73

起床時や入浴前にバイタルチェックを行っている。入居され
ている方々の体調の変化に気付いた場合も一人で判断する
のではなく他のスタッフに相談し必要時管理者に相談し受診
につなげている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

をしている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、Ｍ
ＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

79

78 マニュアルを作成しそれに基づいて対応している

まな板や包丁などは毎日消毒を行い、食器類に関しても定
期的に消毒を行っている

77
一人ひとりの食事摂取量の把握を行い必要に応じて補食の
提供や、食事の提供方法についても検討し支援している

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

82

（１）居心地のよい環境づくり

81

80
玄関先にプランターや縁台を設置少しでも親しみやすいよう
にしている

共用のものなど使いたい時に使用できるよう棚の中に何が
入っているかなど張り出している。ホーム内では季節にあっ
た装飾を行っている

全員がひとつのスペースに集まるのではなくおのおのが思う
場所で過ごせるようにしている

14 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

84

83
入居の際に居間まで使用していた使い慣れたものを持って
きていただくようにお話している

入居者の方々がホールに少ない時間を見て換気するように
している。入居者の方々の居室も同様に行っている

廊下やトイレに手摺など設置している。浴室ではバスボード
などを使用しADLが低下しても入浴して頂けるよう支援して
いる

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○分かる力を活かした環境づくり

一人ひとりの分かる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

86

玄関先にプランターを置くようにし野菜や花の栽培を行って
いる。又縁台をおくことにより散歩に行くことがあまり無い方で
も外に出る機会を作ることが出来る

87

いる

少しでも出来る事を増やしていけるように一人ひとりの能力
に合わせた環境を作っている。たとえばトイレの表記を便所
と書いてみたり、自宅でのトイレの位置が自分の部屋の左の
ほうにあるのであれば同じような場所のトイレに案内するよう
にしている

15 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

①ほぼすべての利用者の

○ ②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向をつかんでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

利用者は、職員が支援することで生き生きし ○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出掛けて
いる

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

16



①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼすべての職員が

○ ②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームになじみの人や
地域の人々が訪ねて来ている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

一人ひとりの思いを大切にしながらやりたい事など希望されていることを出来るだけかなえられるように支援しています。ホーム内での生活のみではなく外出により地域社
会とも接していただいて活気ある生活を送っていただいています。何よりも入居者様の笑顔を少しでも多く見ることを目標にして、一人ひとりのことを考え入居者の方にも
御家族様にも安心していただけるようなホームを目指しています

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

17



別記様式８
様式④

○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取組の事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○
○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見
出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日ごろの実践や改善への取組を示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）
から始めてください。

自 己 評 価 書

ケアサービスの提供状況や事業所の取組状況を具体的かつ客観的に記入します。
（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○を付けます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取組内容を記
入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて記
入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成
項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支え合い 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

（ユニット名） 弐番館

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

宮城県仙台市太白区富沢字寺城２８－１

記入者名
（管理者）

谷津　　里香

所在地
（県・市町村名）

やすらぎホーム　富沢

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

事業所名

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入日 ２０年　１２月　１５日　



様式８

地域密着型サービス評価の自己評価書　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくり上げている

○理念の共有と日々の取組

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践2
ホームの理念を達成するために各ユニットの目標を設定して
いる。自分たちがどのようにしたらよりよい生活を提供できる

項　　目
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）

１．理念と共有

1
地域の中でどのようにあるべきかスタッフで話し合い出来上
がった理念をもとに、入居者様、地域の方々と共に生活をし
ている

取り組んでいきたい項目

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所との付き合い

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的な付き合いができるよ
うに努めている

○地域との付き合い

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

5
今年度より防災訓練を地域の方と行うようになり地域の中に
あるグループホームになってきていると思う。

２．地域との支えあい

4
ホームの夏祭りや地域の秋祭りに参加しておりお互いに協
力できている。日常でも野菜など頂くこともありご近所づきあ
いが出来ていると思う

3
入居の際や運営推進会議の中で理念について説明してい
る

のか考えながら取り組んでいる

2 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取組

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に

8
運営推進会議で外部評価について説明を行っており、御意
見を受け今後につなげている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

7

前年度の評価を受け、防災訓練など地域に働きかけており
地域の方との距離も縮まってきているように感じる。今の事業
所や職員に足りないものを知ることによりご指摘受けた点な
ど職員全員で取り組んでいる

6
運営推進会議にて地域包括支援センターの方や民生委員
の方と情報交換を行っている

し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

11
高齢者虐待防止についての研修会に参加するようにしてい
る。その後伝達講習を行っている

10
成年後見人制度についての勉強会に参加するなどしてい
る。その後伝達講習を行っている

9
市町村担当者が運営推進会議に参加する事は無いものの、
分からない点などがあればその都度連絡を取り確認している

見を受け今後につなげている

3 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

14
１ヶ月に一回入居者様の日中の様子や体の状態などを記入
した手紙を送っている。そのほか必要な報告に関してはご面
会に来られた際やその都度電話連絡している

13
苦情は今のところ出ていないがご家族様や入居者の方のご
要望などがあった場合その都度納得して頂けるよう対応して
いる

○
苦情だけではなく要望など苦情同様に扱い早めに改善で
きるように話し合いを持つようにする

４．理念を実践するための体制

12
入居申し込みをされる前に見学に来られ時に説明している。
又契約時にもご説明し再度納得して頂ける様対応している

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聴く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者がなじみの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合

18
異動を極力減らせるように勤めているがやむをえない場合は
少しでも早く入居者の方々となじめるように元からいるスタッ
フが協力し対応している

17
そのときの入居者の方の状態を見て人が居て欲しい時間帯
を話し合い勤務時間の変更を行っている

16
月に１回会議にて意見を言う場を設けている。そのほかにも
スタッフがどんなときに何でも入れるような環境人間関係を築
いている

15
ご家族様のご要望などが出た場合は早急に話し合いの場も
ちはやめに改善するようにしている

会に来られた際やその都度電話連絡している

必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

フが協力し対応している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○職員を育てる取組

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画を立て、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組をしている

○職員のストレス軽減に向けた取組

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

20
各個人単位でのつながりは持っている。又、同法人内での
施設とは年に何回かは交流を持っている ○ 来年度にはグループホーム協会への加入を検討している

21 年に数回法人内での食事会を企画開催している

５．人材の育成と支援

19
会議の際に現在出来ていないところを確認してもらい今後の
業務に役立てている。法人内外の研修会に対しても研修の
内容に応じてスタッフに参加してもらっている

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取組

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受け止める努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受け止める努力をしている

22
年間の目標を立ててその目標達成できるよう各スタッフ取り
組んでいる

24
上記同様何に困っておられるのか親身に受け止めた上で入
居に向けて円滑に進められるよう取り組んでいる

23
どのようなことで困っているのか聴取した上でホームの現状
を伝え出来る限り要望にこたえられるよう取り組んでいる

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

21 年に数回法人内での食事会を企画開催している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○なじみながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々になじめるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

27
あくまでも共に生活をしていく仲間として各スタッフに意識付
けしている。互いに教えたり教えあったりする機会を多くして

26
事前になじめるかどうか不安などがある場合は何日か体験し
ていただきホームになじめるように対応している

25

ご家族様の相談の際に利用を希望されている方の状況に応
じてグループホームではなくほかのサービスのほうがその方
の状況にあっている場合その都度ご説明し対応させていた
だいている

かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支え合う関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○なじみの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきたなじみの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合

31
一緒に何かを作ったり手伝いなどをして頂くことで一緒に生
活しているということを分かっていただき自ら支えあっている
ということを自覚していただけるようにつとめている

30
ご家族様以外でも知人の方などにきて頂ける様ご家族様に
も協力していただき働きかけている

29
ご家族様と入居されている方々が今後もよい関係を気付ける
ように面会時間は特に設けずいつでも来れるような環境を提
供している

28
ご家族様にも誕生日会やそのほかの行事に参加していただ
き共に楽しんで頂ける様つとめている

27 けしている。互いに教えたり教えあったりする機会を多くして
いる

立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合
えるように努めている

ということを自覚していただけるようにつとめている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らない付き合いを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生 本人様から直接聞いたりご家族様に話を聞き本人様が今ま

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

33
ホームでの生活の中何を求められているのか、どのような人
間関係を築いていきたいのか等ニーズを個々に検討するよう
にしている

32
入院している方に対してはお見舞いに行かせて頂き、支障
が無ければ他の入居者の方々にも一緒に行っていただくこ
ともある

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの在り
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

37
ケアプランの見直しが必要な場合は各スタッフ、ご家族様、
入居者の方々、医師等と相談し今後どのように対応していく
のか相談した上でケアプランを作成している

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36
各職員の意見を求める事はもちろんご家族様にケアプランを
確認していただく際に何かあれば助言していただきケアプラ
ンに反映させている

35
共に生活する中で入居者の方一人ひとりがどこまで出来て
どこまでが出来ないのかということを見極めるようにしている

34
本人様から直接聞いたりご家族様に話を聞き本人様が今ま
で何をしていたのかということを理解している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気付きや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

消防訓練の際などに地域の方や、消防の方と連携しながら

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39 ご家族の希望に合わせてデイケアの利用をして頂いている。

38
個々の記録に実践の様子、結果など記入している。すぐに
見直しが掛けられるように項目の欄にケアプランと記入して
いる

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

43

入居の際にご本人様やご家族様にかかりつけ医についての
要望を確認しておりご希望の医療機関がある場合はそちら
を利用していただいている。特に希望がない場合は協力医
療機関にお願いしている

42 運営推進会議の際に情報交換などをしている

41
入居前から利用しているサービスの継続を希望される場合
は出来るだけご希望に添えるようにしている

40
消防訓練の際などに地域の方や、消防の方と連携しながら
行っている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

46
入院してからの様子、状態、認知症の程度をこまめに病院意
連絡を取って把握に努めている。又退院後ホームでの生活
にスムーズに移行できるようアドバイスなど頂いている

45
協力期間の看護師にきていただき健康管理していただいて
いる。こちらから何かがある場合は連絡を取れるようにしてい
る

44
協力医療機関に精神科がある為認知症の症状で変化があ
るときはご家族様と相談しすぐに受診できるよう体制をとって
いる

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期の在り方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

49

話を理解していただける方に関してはご本人様への説明し
納得していただくようにつとめている。そうではない方にはご
家族様や次の事業所のスタッフにも漏れが無いように申し送
りをしている

48
グループホームにおける終末期に対する独自の理念を考え
て、チームとしてどのようにあるべきかということを考えながら
つとめており勉強会も行う予定である

47
現在終末期の方は居られないが各御家族様には入居の段
階で説明し状態が悪くなりかかっている時に再度説明してい
る。医師や看護師にも説明していただいている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉掛けや対応、記録等の個人情報の取
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働き掛けた
り、分かる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

51

入居者の方からの希望を優先し対応している。コミュニケー
ションの中や聞き方を工夫しながら希望を表せられる様に対
応している。訴える事が難しい方などは表情や行動などを見
て支援を行っている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

50
職員一人ひとりが入居者の方々を尊敬しておりプライバシー
や誇りを損ねるような声掛け対応は行っていない。記録類は
入居者の方々の目の届かないところで保管している

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望に沿って支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人のし好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

55
一人ひとりの状況に合わせておやつを食べたり、好きな物を
飲めるよう支援している。

54
入所者の方々より自ら食事の準備や後片付けを手伝って下
さっている。料理の時など教え教えられながら協力して準備
している

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

53
散髪はご本人様の好きなところに行っていただいている。行
事やお祭り、外出の際にはおしゃれができるよう支援してい
る

52
職員を優先するのではなく入居者の方々１人1人のペースを
大切にして希望にあった支援を行っている。ご本人様がやり
たい事を優先している

常的に楽しめるよう支援している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○気持よい排せつの支援

排せつの失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排せつのパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排せつできるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

58
本人が休みたいという時間を聞き入れて休んでいただいて
いる。生活リズムが崩れない程度にゆっくり休んでいただい
ている

57
入居者の方が入りたい時間を優先して入浴していただいて
いる。本人の好み趣向に合わせて入浴していただいている
（入浴剤など）

56
排泄チェック表を使用し、個々の排泄パターンの把握を行っ
ている。習慣を活かしトイレ、便所と言い方を変えて入居者の
方に説明し失禁を減らせるように支援している

○
個々によって声掛けの工夫をもっと行って行きたい。排泄
介助を拒否される方もいる為円滑に進められるようにして
いきたい

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望に沿って、戸外に出掛けられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに

62
各入居者の方々より希望を取り外出の予定を立てている。希
望がくみ取りにくい場合はご家族様やバックグラウンドから組
み取り対応している

61
外出を希望される方に関してはその日の気候や体調などを
判断し散歩や、ドライブなどの支援を行っている

60

お金を持つことで安心される事もあり入居者の方で希望され
る方に関しては御家族様に相談し持っていただいている。又
お金を持っていない方に関しても、何かほしいとの話があっ
た場合にすぐに買いにいけるよう支援している

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59
各入居者の方々に自分でできるところは行って頂き他の入
居者の方ができないところを助け合えるように支援している

ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出掛けられる機会をつくり、支援している

み取り対応している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族やなじみの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人のなじみの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及びすべての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな

（４）安心と安全を支える支援

65
職員一人ひとりがどのような行為、発言が身体拘束になるの
かを理解しており、身体拘束は行っていない

64
入居者の方と楽しく過ごして頂ける様居室に案内したりテー
ブル席で談笑していただけるようお茶などの提供を行ってい
る

63 ご希望がある場合は電話を掛けるなどお手伝いしている

行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○鍵を掛けないケアの実践

運営者及びすべての職員が、居室や日中玄
関に鍵を掛けることの弊害を理解しており、鍵
を掛けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取
組をしている

○事故防止のための取組

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

69
何事にも物事の根本がある為その方の思いに寄り添いなが
ら行動を予測し見守りを行うようにしている

68

一人ひとりの状態を見極め自分で管理できるものに関しては
自分で行っていただくようにしている。又、共有物も特に取り
出しにくくしてはおらず自分で使いたい時に使えるようにして
いる

67
職員は入居者の方々の動作を、精神的苦痛にならないよう
な距離で見守りを行っている。

66

鍵を掛けずに済むよう職員一人ひとりが入居者の方々の所
在確認を行いつつ、外に行かれる方に対して止めるのでは
なく職員が一緒に行くという心の余裕を持ってケアに取り組
んでいる

事故防止に取り組んでいる
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、すべて
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身に付け、日
ごろから地域の人々の協力を得られるよう働
き掛けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

72
転倒のリスクなど入居時はもちろんケアプランの説明時に説
明している

71
定期的に入居者様と共に避難訓練を行っており、又、地域
の方にも参加していただいている ○

今後も訓練に多くの地域の方が参加できるように働きかけ
て行きたい

70 ユニットごとの会議で必要な手当てなどの勉強を行っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働き掛け等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

76
食後歯磨きの声掛けを行ったり自力で行えない人には介助
し、また自立している方でも義歯の確認などの支援を行なっ
ている

75
便秘の予防の為、水分や乳製品の摂取を促したり、散歩に
誘って運動したりしている

74
ケース記録に薬の処方箋を鋏んでおりどんな薬でどんな副
作用があるか分かるようになっている。又、薬の変更時も申し
送りを行っている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73

毎朝と医師の指示の元バイタルチェックを行っている。本人
から不調の訴えがあった場合はスタッフ同士申し送りを行い
健康管理に努めている。急変時は病院に連絡を取りすぐに
対応できるようになっている

をしている
ている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、Ｍ
ＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

79
毎日調理器具、食器の消毒を行っている。日持ちがしない
物はその日に購入したり、日持ちがする物に関しても２日以
内には使用するようにしている

77
月に１回体重測定を行っている。毎食時の食事量や１日の
水分摂取量を把握している。食事量が少ない方には補食な
ど代替品を提供している

78
各種感染症のマニュアルは作成している。トイレや手摺の消
毒、何かを食べる前の手洗いなどをしていただくよう支援して
いる

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

82
テーブル席や畳など自由に使用していただいている。玄関
の内外にも椅子を置き仲の良い同士で過ごしていただけるよ
うな工夫をしている

81
季節感が味わっていただけるように季節感にあわせて一緒
に作った装飾品を飾っている

80
玄関先にプランターをおいて花を上一緒に見たり水遣りをで
きるようにしている。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

14 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
項　　目

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85
廊下、居間、浴室、トイレに手摺があり歩行が不安定な方や
ふらつかれる方に使っていただいている

84
定期的に窓を開けて換気を行っている。温度調節はエアコ
ンを使用し入居者の状況に応じてこまめに行っている。冬は
乾燥防止の為加湿器を利用している

83
家にあった家具や使い慣れた物品を置いていただき環境の
変化をあまり感じないようにしている

て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○分かる力を活かした環境づくり

一人ひとりの分かる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

87
玄関先にプランターなどをおき季節の花などを楽しめるよう
にしている

86
その人ができる事を一緒に行っていただいたり何かを行うと
きはスタッフが付き添い混乱や失敗してしまう前にフォローす
るようにしている
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼすべての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが利用者は、職員が支援することで生き生きし

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向をつかんでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出掛けて
いる
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①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

○ ③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼすべての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

96
通いの場やグループホームになじみの人や
地域の人々が訪ねて来ている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

各スタッフ入居者の方々にどうすれば喜んで頂けるのか、どのようにしたらその人が安心していただけるのかを考えながら支援しています。職員一人ひとりが向上心を持
ち、自ら学んでいこうとしています。全ては入所者の方々が笑顔で生活していただく為、御家族様にもホームに来た時に笑顔になっていただけるように支援しております

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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別記様式８
様式④

○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取組の事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○
○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

自 己 評 価 書

ケアサービスの提供状況や事業所の取組状況を具体的かつ客観的に記入します。
（実施できているか、実施できていないかにかかわらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○を付けます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取組内容を記
入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて記
入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされてい
るかを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見
出し、改善への取組を行っていくための指針とします。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日ごろの実践や改善への取組を示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

グループホームの自己評価は、各ユニットごとに行います。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初か
ら順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）
から始めてください。

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支え合い 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

事業所名

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

（ユニット名） 参番館

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

宮城県仙台市太白区富沢字寺城２８－１

記入者名
（管理者）

谷津　　里香

所在地
（県・市町村名）

やすらぎホーム　富沢

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

記入日 ２０年　１２月　１５日　



様式８

地域密着型サービス評価の自己評価書　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくり上げている

○理念の共有と日々の取組

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践

取組の事実
（実施している内容・実施していない内容）

地域に根づくことができるようなグループホームの理念を
作っている。又、理念の達成に向けて各ユニットでの目標を
作成している。

理念を共有できるよう、申し送りや会議の場で方向性の確認
や改善を行っている

１．理念と共有

項　　目

1

2

取り組んでいきたい項目

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所との付き合い

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的な付き合いができるよ
うに努めている

○地域との付き合い

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

や改善を行っている

グループホームとはどういう所かという事を、グループホーム
の行事に参加していただくことで以前に比べ理解していただ
いているようである。

3

4

町内会にも入っており地域の行事に積極的に参加させてい
ただいている。又保育園との交流も持っている

２．地域との支えあい

散歩などの際に挨拶できる関係になってきている

5

○
地域の方々に大分認知していただいているようであるが気
軽に立ち寄っていただけるような関係にはまだなっていな
い為今後はなしあっていきたい

2 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取組

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に

運営推進会議でも外部評価について説明させていただいて
いる。又そこでの意見がある場合はその都度対応させていた
だいている

地域の高齢者の方々との関わりをどのようにすれば増やせ
るか今後話し合って行きたい

6

7

運営推進会議にて地域包括支援センターの方や民生委員
とつながりをもっている

自己評価や外部評価についてその都度実施する意義など
説明している。指摘された点を改善できるよう取り組んでいる

○

３．理念を実践するための制度の理解と活用

8
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

だいている

11 ○

10 ○
研修会に参加している。その後全体会議などで伝達講習を
行っている

伝達講習は行っているもののまだまだ理解できていないと
ころも多い為今後勉強会など行い理解を深めて行きたい

伝達講習は行っているもののまだまだ理解できていないと
ころも多い為今後勉強会など行い理解を深めて行きたい

上記同様研修会に参加している。その後全体会議などで伝
達講習を行っている

9
広報誌を各担当者に送付していると共に分からない事など
はその都度確認するようにしている

3 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

４．理念を実践するための体制

13

12
契約の際にご家族に納得していただけるよう説明を行ってい
る。又、その都度気になっている事がないか、面会時や電話
での話を聞き対応している

入居者の方からの言葉を大切にしユニット会議やその場に
いるスタッフで話合いをしている

14
ご家族様に１ヶ月に１回家族への手紙や写真をお送りしてい
る。

定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
及び外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聴く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者がなじみの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合

15 ○
入居者の方の要望や意見なども苦情と同様に扱うようにし
どのように対応したのかなど記録に残していく必要がある

入居者からの意見同様ご家族の要望などはきちんと受け止
め話し合いを持っている

17

16
管理者と入居者はいつでも話ができる関係であり、職員から
の提案や要望も聞き出来る事は反映させている

勤務調整はその場の状況に合わせて行っている

18
ユニット間の異動の際に影響が少ないようユニットを超えて
交流を持つようにしている。（自分のユニットの入居者の方を
連れて他のユニットを訪問するなど）必要最小限に抑える努力をし、代わる場合

は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

連れて他のユニットを訪問するなど）

4 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取組

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画を立て、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組をしている

○職員のストレス軽減に向けた取組

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す

５．人材の育成と支援

19
研修会にはできるだけ参加していただくようにしている。又新
入職員にも働きながらのトレーニングを行っている。

来年度にはグループホーム協会への加入を検討している

21

20 ○研修へ参加し他施設の職員との関わりを持っている

話し合う時間やいつでも話のできる関係ができている運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取組

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受け止める努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受け止める努力をしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

上記同様困っている事などの相談に乗りこちらで対応可能
な事に関しては対応させていただいている

24

21 話し合う時間やいつでも話のできる関係ができている

23

22
年度末に職員と面接を行い、その際に今までの実績を評価
している。又法人での食事会が年に何回か設定されている

入居の相談の際に困っている事などはその都度相談に乗る
ようにしている

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

5 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○なじみながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々になじめるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

25
相談を受けた時点で御本人様の状態を確認させていただき
グループホーム対象ではない方に対しても対応させていた
だいている

26

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

ホームに入居される前に１日体験や見学していただいてい
る。

入居されている方々が主体となって生活できるよう職員は支
援しているかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、

本人から学んだり、支え合う関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支え
ていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○なじみの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきたなじみの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合

30

ユニット全体の人間関係を見て行きながら必要な場合職員
が介入し孤立しないようにしている

28

29
職員から御本人様の状態を話しながら会話を楽しんでいた
だけるよう支援している

御家族様にも協力して頂いてご近所の方や、知り合いの方
にも今までと同様の関係が保てるよう働きかけている

面会時に現状をお話しできるだけホームでの生活に参加し
ていただけるようお話している（行事の参加など）。現在疎遠
になられている方もいる為こまめに連絡を取り合いできるだ
けホームに来ていただけるよう働きかけている

31

27
援している

立せずに利用者同士がかかわり合い、支え合
えるように努めている

が介入し孤立しないようにしている

6 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らない付き合いを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生

入院からそのまま退去されてしまった場合でも面会などの交
流を持つようにしている

一人ひとりの思いを尊重している。なかなか自分の思いを表
わせない方に関してはご本人の１日の様子を見たり表情を
見たりしながら思いをくみ取るようにしている

入居時にご家族や、ご本人様より聴取するようにしている。

33

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

32

一人ひとりの生活歴やなじみの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの在り
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

ご本人や御家族様のご意見を聞きつつ各職種とも連携しな
がら介護計画を作成している

臨機応変に介護計画の見直しを行っている。その場のその
方の状況に合わせたものを作成している

入居時にご家族や、ご本人様より聴取するようにしている。
又、日常の会話からも把握している

申し送りやスタッフ一人一人が日誌を見て把握している。又
ユニット会議でも話し合うようにしている

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35

37

34
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気付きや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や

その日の様子などを細かく記録に残している。その日の全体
の様子が分かるように日誌を記入している

ご本人の要望に答えられる様にその都度対応している。職
員だけでは難しい場合でも御家族様にご協力いただいてい
る

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

以前からかかわりのある民生委員の方とは連絡を取り合って

38

39

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他の
ケアマネジャーやサービス事業者と話し合い、
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

ご家族様や入居者の方々の希望に合わせた所を利用して
いただいている。ホームから遠くなってしまう医療機関に関し
ては御家族様のご協力も得ながら対応している。特に希望
がない方に関しては協力機関をかかりつけ医としている

いる。消防訓練などの際に地域の方はもちろん消防の方々
とも協力している

41

40

入居者の方や御家族様のご希望により今まで利用していた
地域のサービスを継続できるよう支援している

43

42
運営推進会議を通して地域包括支援センターとのつながり
を持っている。必要時に相談できる体制にはなっている

8 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携して
いる

45

44
協力医療機関に精神科がある為必要に応じて医師に相談し
ている。その後受診につなげて行く場合もあれば、対応方法
などでアドバイスを頂く事もある

協力医療機関の看護師に疑問に思ったことや、入居者の
方々の状態で心配なことなども相談し、必要に応じて受診に
つなげている。又、受診する事が困難な場合も看護師に訪
問していただき対応している

46

入院後は御家族様とも細かく連絡を取り合うことはもちろん、
担当の医師にもご本人様の状態に関して情報交換するよう
にしている。又退院後ホームでの生活に支障がないようアド
バイスをもらったりしている

いる

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期の在り方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努め
ている

47
入居時に看取りについてのご説明を御家族様には行ってい
る。又、重度化してきた時点でも御家族様に再度相談させて
いただき、御家族様の希望を確認するようにしている

49

48
看取りについてのご説明をする際にホームでできることと、で
きないことをきちんとお話している。納得していただいた上で
ホームでの看取りを行う為のチームを作り支援している

別な場所に移っても今まで同様の生活を送って頂ける様に
関係機関での情報交換を行っている。
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉掛けや対応、記録等の個人情報の取
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働き掛けた
り、分かる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

入居者の方々を人生の先輩として尊敬しており、声掛けや
対応もその時その時を大事にしながら行っている。記録類は
スタッフルームにて保管している

50

なかなか自分の思いを口に出されない方も多い為入居者の
方々が答えやすいような声掛けの工夫を行っている。又、そ
の時の表情からも読み取れるように支援している

51

（１）一人ひとりの尊重

１．その人らしい暮らしの支援

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望に沿って支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人のし好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

55
できるだけその方が望んでいることを状況に合わせて楽しん
でいただけるように支援している

お姑さんとお嫁さんのように入居者の方々に教えていただく
機会を多くもうけている。一方的な食事の提供にならない様
入居者の方々がそれぞれできる事を行っていただいている

生活の中心は入居者の方々にあるということを念頭におき、
一人ひとりの方のペースに合わせて対応している。その日何
をしたいのか等、希望を聞き対応している

希望されている理美容室へいけるよう支援している。又、外
出や行事の際などお化粧など日常なかなかできないようなお
しゃれをお勧めし対応している

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

54

53

常的に楽しめるよう支援している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排せつの支援

排せつの失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排せつのパターン、習慣を活かし
て気持ちよく排せつできるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

まだ把握し切れていない方もいる為根気良く対応していき
たい

57

56 ○
排泄チェック表を利用し排泄パターンを把握できるように支
援している。排泄パターンにあわせたトイレ誘導を行う事によ
りトイレでの排泄を促している

入浴の時間は本人の希望を優先にしている。入浴の拒否が
ある方に対しても時間をおいて声掛けできるよう時間帯も設
定していない。希望される方に関しては毎日の入浴も可能で
ある

58

基本的に起床時間は定めておらず生活リズムが狂わない程
度に休んでいただいている。夜間眠りが浅い方に関しても日
中の過ごし方や入床前に足浴の実施など色々な事を試しそ
の方に合うものを行っている

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望に沿って、戸外に出掛けられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに

59
その方のできることで役割を持って生活していただけるように
生活歴など参考にお勧めし継続的に行っていただいてい
る。又、気の合う仲間でお出かけなどできるよう支援している

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

61

60
ご家族と相談しながら自分で管理できる方に関してはお小
遣い程度でも管理していただいている。それを行う事により
精神の安定が図られている事もある

外出の希望がある場合はできるだけかなえられるように支援
している。遠出でなくても近場で散歩や買い物などその都度
対応している

62 入居者の方々の希望を聞きながら外出の企画を行っている
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出掛けられる機会をつくり、支援している

11 （　事業所名　やすらぎホーム富沢　）　　　　



様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族やなじみの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人のなじみの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及びすべての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな

63
入居者の方が電話を希望されたり手紙を出す事を希望され
るときはやり取りが出来るように支援している

65 ○
現在身体拘束は行っていないがどういう行為が身体拘束
に当たるのか理解が薄いため今後勉強会など行う必要が
ある

64
ご家族が面会に来られた際に心地よく過ごして頂ける様環
境を整えている（居室に椅子を運んだり、お茶をお出ししたり
している）

現在身体拘束は行っていない

（４）安心と安全を支える支援

行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○鍵を掛けないケアの実践

運営者及びすべての職員が、居室や日中玄
関に鍵を掛けることの弊害を理解しており、鍵
を掛けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取
組をしている

○事故防止のための取組

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

ある

67

66
基本的に夜間帯以外はかぎはかけていない。外に行きたが
る方に対しては止めるのではなくご本人が納得していただけ
るまで外を散歩するなどの対応をしている

ご本人の羞恥心にも配慮しながら（大きい声でトイレの声掛
けをしないなど）声掛けの方法や対応など行っている。見守
る場合も本人様の精神的苦痛にならないように距離を置きつ
つ安全を確保できる距離で見守りを行っている

69

68
異食などの行為がない方に関してはポリデントなどはご自分
で保管していただいている

一人ひとりの行動を見て行きながらその場で起こりえる事故
を想定し未然に防げるようヒヤリハットなども利用しながら事
故防止に取り組んでいる

事故防止に取り組んでいる
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、すべて
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身に付け、日
ごろから地域の人々の協力を得られるよう働
き掛けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした
対応策を話し合っている

71

70
協力機関である病院で勉強会がある場合はできるだけ参加
し、勉強してきた事を伝達講習している

避難訓練を年２回行い地域の方々のご協力も得ている

72
入居時にまずその方に起こりえるリスクについてご家族に説
明している。又ケアプランの説明の際にもその都度ご説明し
ている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働き掛け等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

73
起床時と入床時にバイタル測定を行っている。又、いつもの
様子と違うと感じられたときもバイタル測定を行い必要に応じ
て管理者に相談しその都度受診につなげている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

75

74
処方箋を一人ひとりのケースに入れいつでも目を通せるよう
にしている。又薬の変更があった場合は確実に申し送りを行
うようにしている

水分量や排便の有無、日数を確認し排便の無い日が続いて
いるような時は乳製品の提供を行っている

76
毎食後と入床前、起床時に口腔ケアを行っている。一人ひと
りの状態に合わせて支援している

をしている
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取決めがあり、
実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、Ｍ
ＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

77
３ヶ月に１回ぐらい栄養士にメニューを見ていただきアドバイ
スを頂いている。日々の食事量を観察し必要にあわせて補
食なども提供している

感染症に関してのスタッフの意識が薄い部分もある為注意
喚起の意味もこめて勉強会を行う必要がある

79

78 ○
各感染症に関してはマニュアルを作成し実行している。又身
近な対応策として何かを食べる前には必ず手洗いをするよう
働きかけている

調理器具の消毒は毎日行っている。又食材を床に直接置か
ないようにしている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

玄関にプランターを置き親しみやすくなるような雰囲気を
作っている

季節感が出るように装飾を行ったり、季節感に合わせた外出
も行っている

81

80

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

82
一人ひとりが思い思いの場所で過ごしていただけるように椅
子やソファーの位置を設定している
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様式８

(○印）
取り組んでいきたい内容

（既に取り組んでいることも含む）
取組の事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ

85

83
以前使用していたものを部屋に置いたり、歩行の妨げになら
ない様ベッドなどの向きをかえ対応している

84
入居者の方々が気にならないような場所の換気を行ってい
る。室温に関してはその都度対応している

歩行が不安定な方や立位を長時間取ることが難しい方には
座ってできる事を行っていただいている

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○分かる力を活かした環境づくり

一人ひとりの分かる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

掃除道具などは同じ場所に置くようにしている。又失敗せず
に済むように職員がどこまでできてどこまでできないかを見極
めながら支援している

87

86

玄関先にプランターをおき天気のいい日は日光浴ができる
ようベンチを置いている。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼすべての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向をつかんでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

利用者は、職員が支援することで生き生きし ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼすべての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出掛けて
いる

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
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①ほぼ毎日のように

②数日に1回程度

○ ③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼすべての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームになじみの人や
地域の人々が訪ねて来ている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

④ほとんどいない

○ ①ほぼすべての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

入居者の方々は自ら色々な話をされたり、家事やレクへ参加され笑顔多く過ごされ、暖かい雰囲気だと思います。入居者の方々がやりたい事を行いながら、大笑いしながら
毎日を過ごしています。入居者の方々に色々な事を教えて頂きながら、お互いを大切にし、お互いを思いやり、お互いを敬いながら毎日過ごしています。とても良い関係が
築けています。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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